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当施設では、山形県「障がい福祉分野におけるロボット等導入支援事業費補助金」を活用し、排泄介助サポ

ート機器「ONBU」を導入しました。 

 

■導入機器 株式会社いうら 排泄介助サポート機器「ONBU」TL-300 

  

＊機器の特徴・選定理由 

本機器は、立ち上がり動作を伴わず座位のまま排泄介助が可能であり、利用者の安全確保と介助者の負担

軽減に有効である。車いす・ベッドからの移乗も座位のまま行えるため、動作が安定し、介助の効率が向

上できる。 

また、臀部を支える吊り具がない構造により、下衣の着脱がスムーズに行え、排泄介助の質が向上できる。

体格の大きい方や体重のある方への対応時にも有効で、これまで複数人で対応していたケースでも一人で

の介助が可能となり、腰痛予防や介助量の軽減につなげられる。 

以前デモ機を試用した際、当施設の利用者への介助において有効性を実感しており、現場の課題（腰痛予

防・介護負担軽減）を克服できる機器であると判断。利用者の排泄ニーズに対して、よりタイムリーかつ

安心して対応できる体制構築のため必要であると考え当機を選定した。 

 

■ 導入の背景 

＊事業所が抱える課題 

 当施設では、入所者の高齢化に加え、新規人材の確保が困難な状況が続いており、既存職員の高齢化も進

んでいる。それに伴い、腰痛や体調不良による離職・離脱が増加傾向にあった。現在、人員不足解消の一

環として特定技能制度を活用し、外国人介護職員数名を採用し介護業務に従事しているが、職員の身体的

負担は依然として大きい状況にある。 

特に移乗介助においては、体格の良い新規利用者が増加しており、一人介助では対応が困難なケースが多

く、1回の介助に 2～3名が必要となる場面も増えている。現在、全介助の方には移乗リフトやスライド

ボード等を活用して対応しているが、車いす使用者の中には、以前はトイレで排泄できていた方も、年々



立ち上がりが困難になってきている現状がある。 

トイレでの排泄は、重力を利用した排便の促進や、利用者のプライバシー・希望の尊重、自立支援の観点

からも非常に重要である。今後も機能維持と自立促進を図るためには、職員の負担軽減と安全な介助体制

の整備が急務となっている。 

 

＊導入にあたって期待される効果 

• 立ち上がりが困難な利用者へのトイレ移乗支援 

座位保持は可能であるものの、立ち上がりが困難な利用者に対して、排泄時のトイレ移乗を安全かつ円滑

に行うための支援を行える。 

• 体格の大きい利用者のベッド⇔車いす間の移乗支援に活用 

体格の大きい利用者に対する移乗介助は、職員の身体的負担が大きく、特に女性職員だけでは危険を伴う

場面もある。現在は複数人で対応しているが、職員配置の制約や負担増につながっている。在宅生活が長

い方や、年齢が若い方等体格がいい利用者の利用希望が増加傾向にあるため本機使用にて改善を図れる。 

• 既存機器の老朽化と代替の必要性 

現在、個人所有の移乗機器を使用している利用者がおられるが、手動であり移乗時の体重を支え安全を確

保するために対応する職員を限定してきた経緯あり。長年在宅生活時使用していたこともあり機器の老朽

化が進んでおり、安全面に不安がある。買い替えを検討しているものの、機器が高額であること、利用者

のこだわりが強く代替が難しいことから、職員の負担が増している。同じ機能で電動のサポートがある本

機は代替としても有効だと考える。 

• 既存リフト機器の利用制限と新機器への期待 

吊り下げ式のリフトに抵抗を示す利用者も多く、持ち上げ式のリフトも導入済みだが、使用できる対象・

場所が限定的である。本機は、排泄介助だけでなく、移乗介助へも活用できるためより多くの利用者に対

して積極的に活用できる可能性が高く、安全性・効率性の向上が期待される。 

 

■ ONBU導入の目的 

• 立ち上がりが困難な利用者のトイレ移乗支援 

• 体格の大きい利用者の安全な移乗支援と排泄時の座位確保 

• 老朽化した機器の代替 

• リフトが使いにくい利用者への新たな選択肢としての可能性 

・ 介護職員の介助負担軽減と腰痛予防。それに伴う離職の防止策として 

 

■ 使用説明会を実施 

メーカーの方より使用方法・安全管理・充電方法などの説明を受け、職員が実際に体験した。 

 



研修を受けた職員の主な感想として 

• 使用時の恐怖感は少ない 

• 胸部パッドや脇下クッションの圧迫感はややあるも、それぞれにあった角度調整にて軽減可 

• 片麻痺など拘縮が強い方は使用が難しい場合あり、使用にあたり利用者の選定が必要 

• 体格により使用可否が変わるため、個別に確認が必要 

• 装着したままトイレで座位保持ができ、安全性向上が期待できる 等 

 

■ 今後の運用としては 

• 全職員へ使用方法を周知 

• 理学療法士・リハビリ委員会が対象者を選定 

• 利用者へ説明しながら段階的に導入 

• 充電場所・管理方法を整備し、安全に運用を進めていく 

・ 納品・導入後はまだ試行段階ではあるものの、これまで体格が大きく複数名での対応が必須だった利用

者の介助について、ONBU を使用したところ職員 1 名での介助が可能となった。また、排泄時の座位

保持においても、従来は職員が常に傍で支える必要があったが、機器による支持が得られることで付き

添いなしでも安全に実施できるようになった。 

利用者からは「プライバシーが確保され、安心して排泄できる」との声も聞かれている。 

当面は試行錯誤を続けながらの運用となるが、介助負担の軽減と利用者の安心感向上という点で大きな

効果が期待できる。 

 

今後も、利用者の安全と快適な生活のため、新しい福祉機器の活用を進めてまいります 


